
⼀般社団法⼈ ディレクトフォース

定   款 

第１章 総 則 

（名 称） 
第１条 当法⼈は、⼀般社団法⼈ディレクトフォース（英⽂名称：DIRECTFORCE）と称

する。 

（主たる事務所の所在地） 
第２条 当法⼈は、主たる事務所を東京都千代⽥区に置く。 

. 当法⼈は、代議員総会の議決を経て、従たる事務所を必要な地に置くことができ
る。 

（⽬ 的） 
第３条 当法⼈は、企業等での優れた経験と知⾒を有する⼈材を会員として組織し、会員

の下記理念を実現するため、会員相互の情報交換と研鑽を図るとともに、その才能の
活⽤を図る新たな機会を創出することを⽬的とする。 
() 社会貢献を通じ、価値ある⽣き⽅を求める 
() ⾃⼰研鑽に励み、充実した⽣活を求める 
() 交友の輪を広げ、⼈⽣を楽しむ 

（事 業） 
第４条 当法⼈は、前条の⽬的を達成するため、次の事業を推進する。 

() 会員の量的な拡⼤と質的な充実を図り、会員の満⾜度を⾼める事業 
ア 会員層の拡⼤と充実に資する後⽅⽀援体制の整備 
イ 会員のための研究会、勉強会・講演会、親睦会等の開催 
ウ 会員が主体となって取り組む活動への⽀援、助成 
エ 会員のための交流と出会いの場所の提供 
オ 就業に必要な情報の提供 
カ その他会員の満⾜度を⾼める事業 

() 会員のキャリア、経験、知⾒を活⽤する事業 
ア 社会貢献型⽀援活動 
イ 書籍出版、ビデオの製作・販売等の事業 
ウ 調査研究事業 
エ ⼈材活⽤に関する情報提供 
オ ⼈材活⽤に関するコンサルティング事業 
カ 企業⽀援事業 
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キ その他会員のキャリア、経験、知⾒を活⽤する事業 
() 当法⼈の存在を⾼めるための事業（政策提⾔、その他） 
() 以上の各号に関連する⼀切の事業 

（公告の⽅法） 
第５条 当法⼈の公告は、電⼦公告により⾏う。 

. 事故等のやむを得ない事情により、前項の電⼦公告ができない場合には官報に掲載
する。 

第２章 会員 

（会員） 
第６条 当法⼈は、企業等での優れた経験と知⾒を有し、当法⼈の⽬的に賛同して⼊会し

た会員で構成する。 
. 当法⼈の設⽴や発展に貢献のあったものを、理事会の決議により、名誉会員とする

ことができる。名誉会員は、会員と同等の資格と権利を有する。 

（会員の資格） 
第７条 当法⼈の会員になろうとする者は、会員の紹介を得て、理事会の定めるところに

より申込みをし、その承認を受けなければならない。 
. 当法⼈の会員は、⼀般社団法⼈及び⼀般財団法⼈に関する法律（平成１８年法律第

４８号）（以下「⼀般社団・財団法⼈法」という。）にて定める次に掲げる社員の
権利を、代議員と同様に当法⼈に対して⾏使することができる。 
() ⼀般社団・財団法⼈法第１４条第２項に定める定款閲覧等の権利 
() ⼀般社団・財団法⼈法第３２条第２項に定める会員名簿の閲覧等の権利 
() ⼀般社団・財団法⼈法第５７条第４項に定める代議員総会の議事録閲覧等の権利 
() ⼀般社団・財団法⼈法第１２９条第３項に定める計算書類等閲覧の権利 

（会員の義務） 
第８条 名誉会員を除く会員は、当法⼈の事業活動に経常的に⽣じる費⽤に充てるため、

別に定める⼊会⾦及び年会費を⽀払う義務を負う。 

（休会） 
第９条 会員は次の場合は休会とし、当法⼈の事業に参加しない。 

() 会員が転勤、⻑期の病気療養その他やむを得ない理由があり、理事会の定めるとこ
ろにより願い出て、代表理事の承認を得たとき。 

() 会員が公職選挙法第３条に規定する公職に就任したとき。 
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（退会） 
第１０条 会員は、理事会において別に定める退会届を提出することにより、いつでも任

意に退会することができる。 

（除名） 
第１１条 会員が次のいずれかに該当するに⾄ったときは、代議員総会の決議によって当

該会員を除名することができる。 
() この定款その他の規則に違反したとき 
() 当法⼈の名誉を傷つけ、⼜は⽬的に反する⾏為をしたとき 
() その他除名すべき正当な事由があるとき 
. 除名した会員の⽒名、除名理由等は、会員総会に報告するものとする。 

但し、特別な事情がある場合はその限りではない。 

（会員資格の喪失） 
第１２条 前条の２の場合のほか、次のいずれかに該当するに⾄ったときは、会員は、そ

の資格を喪失する。 
() 第８条の⽀払義務を履⾏せず、督促後なお６か⽉以上に亘り履⾏しなかったとき 
() 当該会員が死亡したとき 

（賛助会員） 
第１３条 当法⼈の⽬的に賛同する法⼈または団体は、賛助会員として当法⼈に⼊会する

ことが出来る。賛助会員の資格、義務、特典などは別途定める。 

第３章 会員総会 

（構成） 
第１４条 会員総会は、すべての会員をもって構成する。 

（報告） 
第１５条 理事は、会員総会において、代議員総会における次の事項について報告を⾏う

こととする。 
() 事業の報告及び計算書類の承認 
() 会費の改定等会員の利害に直接関係する事項 
() 定款の変更等第２５条第２項に定める事項 
() 代議員名簿の報告 
() その他会員総会で報告されるものとしてこの定款で定められた事項 
. 会員は、会員総会において質問をし、意⾒を述べることができる。 
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（開催） 
第１６条 会員総会は、定時総会及び臨時総会とし、定時総会は、毎年１回、事業年度終

了後３カ⽉以内に開催し、臨時総会は、必要に応じて開催する。 

（招集） 
第１７条 会員総会は、理事会の決議に基づき代表理事が招集する。 

（議⻑） 
第１８条 会員総会の議⻑は、代表理事がこれに当たる。代表理事に事故があるときは、

あらかじめ理事会の定める順序により、他の理事がこれに代わる。 

第４章 代議員 

（代議員） 
第１９条 当法⼈は、会員の中から１５名以上３０名以内の代議員を選出するものとし、

当該代議員をもって⼀般社団・財団法⼈に関する法に定める社員とする。 

（代議員の選出） 
第２０条 代議員は、会員の中から代議員総会において年に⼀度選出する。 

理事⼜は理事会は、代議員を選出することはできない。 
. 第１項の代議員の任期は選出後２年以内に終了する事業年度に関する最終の定時代

議員総会の終結の時までとし、再任を妨げない。 
. 代議員の選出に必要な細則は、理事会が別に定める。 

（代議員名簿） 
第２１条 当法⼈は、代議員の⽒名及び住所を記載した名簿を作成する。 

第５章 代議員総会 

（代議員総会） 
第２２条 当法⼈の代議員総会は、定時総会及び臨時総会とし、定時総会は、毎年決算確

定後すみやかに開催する。臨時総会は必要に応じて開催するものとする。 
. 前項の代議員総会をもって、⼀般社団法・財団法⼈法に定める社員総会とする 
. 代議員総会は、第１９条に定める代議員をもって構成する。 
. 代議員総会における議決権は、代議員１名につき１個とする。 

（権限） 
第２３条 代議員総会は、次の事項について決議する。 

() 理事及び監事の選任⼜は解任及び報酬 
() 決算の承認 
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() 各事業年度の予算及び事業計画の承認 
() 第８条に定める⼊会⾦、年会費の額 
() 会員の除名 
() 定款の変更 
() 解散及び残余財産の処分 
() 理事会において代議員総会に付議するものと議決された事項 
() その他⼀般社団・財団法⼈法に定める社員総会で決議するものとして⼀般社団・財

団法⼈法⼜はこの定款で定められた事項 

（召集） 
第２４条 代議員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき代

表理事がこれを招集するものとする。 
. 代表理事は、代議員総会の⽇の２週間前までに、代議員に対してその通知を発しな

ければならない。 

（決議） 
第２５条 代議員総会の決議は、法令に別段の定めがある場合を除き、総代議員の過半数

が出席し、出席代議員の議決権の過半数をもって、これを決する。 
可否同数の場合は議⻑が裁決する。この場合議⻑は前段の議決に加わることはできな
い。 
. 前項の規定にかかわらず、次の議決は総代議員の３分の２以上の多数をもって⾏わ

なければならない。 
() 会員の除名 
() 監事の解任 
() 定款の変更 
() 解散 
() その他⼀般社団・財団法⼈法で定められた事項 
. 代議員は書⾯をもって代議員総会における議決権の⾏使を他の出席代議員に委任す

ることができる。その場合、当該代議員は出席したものとみなす。 
（議⻑） 

第２６条 代議員総会の議⻑は、代表理事がこれに当たる。代表理事に事故があるとき
は、あらかじめ理事会の定める順序により、他の理事⼜は互選による代議員がこれに
代わる。 

（議事録） 
第２７条 代議員総会の議事については、法令の定めるところにより、議事録を作成し、

議⻑のほか議事録署名⼈を２名指定し、議事録に記名押印する 
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第６章 役員   

（役員の設置） 
第２８条 当法⼈に次の役員を置く。 

() 理事５名以上１０名以内 
() 監事２名以内 
() 理事及び監事は、必要があるときは、会員以外の者から選任することを妨げない 
. 理事のうち１名を代表理事、１名ないし２名を副代表理事、１名を事務局⻑とす

る。 
なお、代表理事は、代議員である理事から選任する。 

. 第２項の理事その他理事会で選定された理事を業務執⾏理事とする。 

（理事の職務及び権限） 
第２９条 理事は理事会を構成し、法令及びこの定款の定めるところにより、職務を執⾏

する。 
. 代表理事は、法令及びこの定款の定めるところにより、当法⼈を代表し、その業務

全般を執⾏する。副代表理事は、理事会で別に定めるところにより、当法⼈の業務
を分担執⾏するとともに、代表理事に事故あるとき⼜は⽋けたときは、その業務執
⾏に係る職務を代⾏する。 

. 業務執⾏理事は、３か⽉に１回以上、⾃⼰の職務の執⾏の状況を理事会に報告しな
ければならない。 

（監事の職務及び権限） 
第３０条 監事は、理事の職務執⾏を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作

成する。 
. 監事は、いつでも、理事及び事務局員に対して事業の報告を求め、当法⼈の業務及

び財産の状況を調査することができる。 
. 監事は、理事会に出席し、必要があると認めるときは、意⾒を述べなければならな

い。 

（役員の任期） 
第３１条 理事の任期は、選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時代議員総会の終結の時までとする。但し、再任を妨げない。 
. 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

代議員総会の終結の時までとする。但し、再任を妨げない。 
. 補⽋⼜は増員として選任された理事⼜は監事の任期は、前任者の任期の満了する時

までとする。 

（役員の報酬） 
第３２条 役員は、報酬を受けることができる。 
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. 役員は、その職務を執⾏するために要した費⽤の⽀払を当法⼈に求めることができ
る。 

. 前２項に関し必要な事項は、代議員総会の議決を経て、理事会が別に定める。 

第７章 理事会 

（構成） 
第３３条 当法⼈に理事会を置く。 

. 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

（権限） 
第３４条 理事会は次の職務を⾏う。 

() 当法⼈の職務執⾏の決定 
() 理事の職務の執⾏の監督 
() 代表理事、副代表理事、事務局⻑及び業務執⾏理事の選定及び解職。この場合にお

いて、理事会は、代議員総会にこれを付議し、その決議の結果を参考とすることが
できる。 

() 会員の⼊会の承認 
() 当法⼈の活動に資する部会・委員会の設置及び構成 
() 代議員候補者の選定 
() その他⼀般社団・財団法⼈法及びこの定款に定める職務 

（招集） 
第３５条 理事会は代表理事が招集し議⻑となる。但し、代表理事に事故あるときは、あ

らかじめ理事会が定める順序により、他の理事がこれに当たる。 
. 法令に従って、代表理事以外の理事は、会議の⽬的である事項を⽰して代表理事に

理事会の開催を求めることができる。 
. 代表理事は、理事会の⽇の１週間前までに、各理事及び各監事に対してその通知を

発しなければならない。 

（決議） 
第３６条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって⾏い、可否同数の場合は、議⻑の裁決するところに
よる。 
. 前項後段の場合において、議⻑は、理事会の決議に理事として加わることはできな

い。 

（書⾯決議） 
第３７条 理事が理事会の決議の⽬的である事項について提案をした場合において、当該

提案につき理事（当該事項について議決に加わることができるものに限る。）全員が
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書⾯⼜は電磁的記録により同意の意思表⽰をしたとき（監事が当該提案について異議
を述べたときを除く。）は、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみ
なす。 

（議事録） 
第３８条 理事会の議決については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

. 出席した理事及び監事は、前項の議事録に記名押印する。 

第８章 資産及び会計 

（資産の構成） 
第３９条 当法⼈の資産は、次に掲げる事項をもって構成する。 

() 基⾦ 
() 会費及び⼊会⾦ 
() 寄付⾦等 
() 事業に伴う収⼊ 
() 資産から⽣ずる収⼊ 
() その他の収⼊ 

（資産の管理） 
第４０条 資産は、理事会の定める財産管理の⽅法により、代表理事が管理する。 

（経費の⽀弁） 
第４１条 当法⼈の経費は、資産をもって⽀弁する。 

（事業年度） 
第４２条 当法⼈の事業年度は、毎年９⽉１⽇から翌年８⽉３１⽇までとする。 

（事業計画及び収⽀予算） 
第４３条 当法⼈の事業計画及び収⽀予算は代表理事が作成し、理事会の承認を得た後、

代議員総会の議決を得なければならない。 

（事業報告及び決算） 
第４４条 当法⼈の事業報告及び計算書類は、事業年度終了後、代表理事がこれを作成

し、監事の監査を受け、理事会の決議を経て、事業報告については代議員総会への報告
を、計算書類については代議員総会の承認を得るものとする。 

第９章 基⾦ 

（基⾦の募集） 
第４５条 当法⼈は、基⾦を引き受ける者の募集をすることができる。 
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（基⾦の拠出者の権利に関する規定） 
第４６条 基⾦は、⼀般社団・財団法⼈法に定めるところにしたがってのみ、返還するこ

とができる。 

（基⾦の返還の⼿続き） 
第４７条 基⾦の拠出者に対する基⾦の返還については、定時代議員総会における決議を

経た後、理事会が決定したところに従って返還する。 

第１０章 定款の変更及び解散 

（定款の変更） 
第４８条 この定款は、代議員総会の決議によって変更することができる。 

（解散） 
第４９条 当法⼈は、次に掲げる事由により解散する。 

() 代議員総会の決議 
但し、決議に先⽴ち会員総会に報告をし、意⾒聴取をする。 

() 会員が⼀⼈になったとき 
() 解散を命ずる判決 
() その他⼀般社団・財団法⼈法で定められた事由 

（剰余⾦の分配） 
第５０条 当法⼈は、剰余⾦の分配を⾏うことができない。 

（残余財産の処分） 
第５１条 当法⼈が清算をした場合は、基⾦返還後の残余財産を、代議員総会の決議を経

て、当法⼈と同様な⽬的を持つ団体に寄付するものとする。 

第１１章 事務局 

（事務局） 
第５２条 当法⼈の事務を処理するため、事務局を置く。 

. 事務局の⻑は、事務局⻑とする。 
. 事務局に必要な職員を置き、代表理事が任免する。 
. 事務局の組織及び職員に関する必要な事項は、理事会が定める。 
. 理事会の決議により、事務局業務の⼀部を外部に委託することができる。 
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第１０章 雑則 

（細則） 
第５３条 この定款の施⾏について必要な細則は、理事会が定める。 

附則 
１．平成３０年２⽉１５⽇改正 平成３０年２⽉１５⽇施⾏ 
２．本改正後最初に選出される代議員は、第２０条にかかわらず、この定款の改正

を決議する社員総会において選出する。 
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